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瘡
信
仰
、
庖
瘡
除
け
の
呪
物
を
と
り
あ
げ
、
第
Ⅷ
章
で
「
文
芸
作
品
に

み
る
痘
瘡
」
と
し
て
「
栄
花
物
語
」
「
浮
世
風
呂
」
「
馬
琴
日
記
」
な
ど

小
説
、
日
記
、
随
筆
、
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
、
唱
歌
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
後
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
資
料
や
新
聞
報
道
な
ど
を
引
用
し
、
日
本
最
後

の
痘
瘡
患
者
や
世
界
で
最
後
の
患
者
を
と
り
あ
け
、
「
痘
瘡
の
根
絶
」
（
第

Ⅸ
章
）
の
様
子
を
記
し
、
「
人
類
は
再
び
痘
瘡
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

か
」
（
第
Ｘ
章
）
と
い
う
テ
ー
マ
を
検
証
し
て
い
る
。

（
蔵
方
宏
昌
）

〔
思
文
閣
出
版
”
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七

五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
十
一
年
五
月
二
十
日
、
四
六
判
、
四
○
四
頁
、
本

体
四
、
七
○
○
円
〕

磯
貝
元
著

『
明
治
の
避
病
院
ｌ
駒
込
病
院
医
局
日
誌
抄
』

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
発
展
を
み
た
細
菌
学
、
そ
し
て

ウ
イ
ル
ス
学
は
病
を
特
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
人
び
と
の
視
覚
の
下
に

お
い
て
本
体
を
あ
ら
わ
に
さ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
病
人
が
抱
え
て
い

た
そ
れ
ま
で
の
二
重
の
病
苦
を
追
放
す
る
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
に

つ
な
が
っ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
肉
体
を
苦
し
め
て
い
た
病
原
菌
を
攻
撃
す
る
治
療

薬
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
病
気
の
本
体

が
わ
か
ら
ず
、
治
癒
す
る
こ
と
が
な
く
て
致
死
率
の
高
い
病
に
あ
り
が

ち
な
病
の
意
味
づ
け
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
病
人
の
社
会
的
な
差
別
と

い
う
事
態
が
解
消
に
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
書
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
明
治
中
期
の
社
会
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
・

結
核
・
精
神
病
な
ど
が
地
方
に
よ
っ
て
は
家
筋
の
病
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

病
人
お
よ
び
そ
の
家
族
が
強
い
社
会
的
偏
見
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
時

代
で
あ
る
。
繰
返
し
社
会
を
襲
っ
た
コ
レ
ラ
な
ど
の
感
染
症
に
お
い
て

も
、
発
生
源
の
多
く
が
都
市
の
不
潔
な
貧
民
窟
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

病
が
そ
こ
に
住
む
人
の
不
衛
生
や
だ
ら
し
な
さ
、
不
道
徳
、
逸
脱
と
い

っ
た
も
の
と
結
び
つ
き
、
病
人
を
差
別
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
衛
生

警
察
に
よ
る
人
権
を
無
視
し
た
隔
離
策
は
そ
の
動
き
を
助
長
し
、
病
が

も
つ
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
七
年
に
は
コ
レ
ラ
・
腸
チ
フ
ス
・
赤
痢
・
痘
瘡
・
発
疹
チ
フ

ス
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
ペ
ス
ト
・
猩
紅
熱
を
伝
染
病
に
指
定
し
た
伝
染
病

予
防
法
が
公
布
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
お
い
て
も
病
へ
の
対
応
は

清
掃
・
消
毒
（
清
潔
法
）
と
避
病
院
へ
の
隔
離
、
対
症
療
法
が
中
心
で

あ
り
、
救
命
に
威
力
を
発
揮
し
た
抗
生
物
質
の
登
場
は
ま
だ
先
の
こ
と

で
あ
る
。

避
病
院
の
ほ
と
ん
ど
は
流
行
の
際
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
東
京
府
で
は
一
八
九
六
年
に
恒
久
的
な
施
設
を
建
て
、
翌
年

に
は
そ
れ
を
東
京
市
へ
移
管
す
る
と
と
も
に
、
常
設
の
避
病
院
で
あ
っ

た
本
所
病
院
を
閉
鎖
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
駒
込
病
院
は
東
京
市
に

お
け
る
常
設
の
避
病
院
と
し
て
機
能
し
、
当
直
医
に
よ
っ
て
日
誌
が
つ

づ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
は
詳
細
な
注
が
付
記
さ
れ
た
「
駒
込
病
院
医
局
当
直
日
誌
」
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『
漢
方
の
歴
史
ｌ
中
国
・
日
本
の
伝
統
医
学
」

本
書
は
長
年
の
畏
友
、
小
曽
戸
氏
の
新
著
で
あ
る
。
書
評
な
ど
と
い

う
野
暮
な
こ
と
は
で
き
よ
う
は
ず
も
な
く
、
た
だ
読
後
感
想
と
内
容
紹

介
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
・

富
士
川
「
日
本
医
学
史
」
や
宗
田
『
日
本
医
療
文
化
史
」
の
よ
う
な

大
著
は
さ
て
お
き
、
本
書
と
前
後
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
学
通
史
、
ま

た
漢
方
医
学
史
関
係
の
日
中
の
著
述
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
も

の
は
他
言
の
抜
粋
に
終
始
す
る
陳
腐
な
内
容
が
一
目
で
分
か
り
、
購
入

を
後
悔
し
、
の
ち
二
度
と
開
く
こ
と
は
な
い
。
あ
る
も
の
は
確
か
に
斬

（
一
八
九
九
’
一
九
○
九
年
）
の
抄
録
で
あ
る
。
内
容
は
医
師
の
日
常
の
業

務
や
人
事
異
動
、
入
退
院
・
死
亡
患
者
数
の
記
録
の
ほ
か
に
、
当
直
医

や
看
護
婦
の
愚
痴
、
収
容
隔
離
さ
れ
た
患
者
の
不
安
や
恐
れ
の
気
持
ち
、

死
に
面
し
た
患
者
や
そ
れ
を
看
取
る
家
族
の
表
情
、
非
力
を
嘆
く
医
師

の
独
白
な
ど
、
当
直
に
あ
た
っ
た
若
い
医
師
の
率
直
な
感
想
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。
避
病
院
の
内
部
か
ら
、
そ
れ
も
医
療
サ
イ
ド
か
ら
の
発
言

は
珍
ら
し
く
、
貴
重
な
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。

（
新
村
拓
）

〔
思
文
閣
出
版
酎
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七

五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
十
年
五
月
十
日
、
Ａ
５
判
、
五
一
三
頁
、
本
体
一

三
、
○
○
○
円
〕

小
曽
戸
洋
著

新
な
視
点
と
分
析
に
富
む
が
、
い
か
ん
せ
ん
史
料
で
は
な
く
思
想
で
語

る
た
め
に
強
烈
な
催
眠
作
用
が
あ
り
、
読
了
ま
で
幾
度
も
気
絶
さ
せ
ら

れ
た
結
果
、
と
く
に
得
る
も
の
は
記
憶
に
残
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
あ

る
も
の
は
刺
激
的
な
新
見
解
の
連
続
で
、
つ
い
最
後
ま
で
読
ん
で
し
ま

っ
た
が
、
そ
の
間
何
度
も
憤
慨
し
て
反
論
を
書
き
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ

た
。

小
曽
戸
氏
の
新
著
は
そ
れ
ら
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
。
ま
さ
に
一
気
呵

成
に
読
了
し
て
し
ま
っ
た
し
、
さ
す
が
だ
な
と
随
所
で
感
嘆
し
、
幾
度

か
メ
モ
ま
で
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
か
く
も
新
知
見
に
あ
ふ
れ
た
エ

ッ
セ
ン
ス
を
、
こ
こ
ま
で
平
易
に
ま
と
め
た
漢
方
医
学
史
の
書
は
か
つ

て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
だ
私
は
小
曽
戸
氏
と
共
に
永

く
研
究
を
重
ね
て
き
た
の
で
平
易
と
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
専

門
家
以
外
に
も
難
解
な
部
分
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
し
、
漢
方
や
医
学
史

の
研
究
者
に
も
読
み
応
え
が
十
分
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
一
に
憶

測
を
排
し
、
豊
富
な
原
資
料
に
基
づ
き
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
氏
の
研

究
姿
勢
に
よ
る
が
、
ま
た
巧
み
な
内
容
構
成
と
文
章
力
も
あ
ず
か
っ
て

い
ス
宅本

書
は
「
は
じ
め
に
」
で
東
洋
医
学
と
漢
方
・
中
国
医
学
な
ど
の
用

語
を
説
明
し
た
後
、
以
下
の
十
章
か
ら
な
る
。
一
章
”
中
国
医
学
の
形

成
、
二
章
叩
よ
み
が
え
る
古
代
医
学
の
遺
物
、
三
章
”
神
農
伝
説
と

「
神
農
本
草
経
」
、
四
章
恥
『
黄
帝
内
経
」
と
陰
陽
五
行
説
、
五
章
叩
張

仲
景
の
医
学
、
六
章
”
六
朝
陪
唐
医
学
と
日
本
、
七
章
叩
宋
の
医
学
と

日
本
、
八
章
”
金
元
明
情
の
医
学
と
日
本
、
九
章
”
江
戸
時
代
の
医
学
、

十
章
恥
日
本
か
ら
中
国
へ
。


